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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の通信部により電力線を介して伝送された電力線通信信号を受信する電力線通信部
と、
　前記電力線通信信号を処理して所定の動作を実行する動作部と、
　前記動作部に電源を供給する第１の電源供給部と、
　前記第１の電源供給部から独立して設けられ、前記電力線通信部に電源を供給する第２
の電源供給部と、
　前記電力線通信信号に基づいて、前記第１の電源供給部が前記動作部へ供給する電力量
を制御する電源制御部と、を有する電子機器。
【請求項２】
　請求項１記載の電子機器であって、更に、
　第２の通信部より前記電力線と異なる伝送媒体を介して伝送された通信信号を受信する
受信部を備え、
　前記動作部は、更に、前記通信信号を処理して所定の動作を実行し、
　前記電源制御部は、更に、前記通信信号に基づいて、前記第１の電源供給部が前記動作
部へ供給する電力量を制御する電子機器。
【請求項３】
　請求項２記載の電子機器であって、
　前記通信信号は、前記動作部に関する情報を含んでおり、
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　前記電源制御部は、前記情報に基づいて、前記第１の電源供給部が前記動作部へ供給す
る電力量を制御する電子機器。
【請求項４】
　請求項３記載の電子機器であって、
　前記動作部に関する情報は、ＩＰアドレスである電子機器。
【請求項５】
　請求項２～４いずれか一項に記載の電子機器であって、更に、
　前記通信信号を前記電源制御部へ中継する中継部を有する電子機器。
【請求項６】
　請求項１～５いずれか一項に記載の電子機器であって、更に、
　前記動作部の動作を制御する制御信号を入力する信号入力部を備え、
　前記電源制御部は、前記制御信号に基づいて、前記第１の電源供給部が前記動作部へ供
給する電力量を制御する電子機器。
【請求項７】
　請求項６記載の電子機器であって、
　前記信号入力部は、当該電子機器の操作パネルである電子機器。
【請求項８】
　請求項６記載の電子機器であって、
　前記信号入力部は、当該電子機器に設けられたセンサである電子機器。
【請求項９】
　請求項２～８いずれか一項に記載の電子機器であって、
　前記伝送媒体は、公衆通信回線である電子機器。
【請求項１０】
　請求項２～８いずれか一項に記載の電子機器であって、
　前記伝送媒体は、ＬＡＮケーブルである電子機器。
【請求項１１】
　請求項２～８いずれか一項に記載の電子機器であって、
　前記伝送媒体は、ＵＳＢケーブルである電子機器。
【請求項１２】
　請求項１～９いずれか一項に記載の電子機器であって、
　前記動作部は、当該電子機器全体の制御を行う主制御部である電子機器。
【請求項１３】
　請求項２～１２いずれか一項に記載の電子機器であって、
　前記動作部は、前記電力線通信信号、または前記通信信号の少なくとも一方に含まれる
データに基づいて画像処理を行う電子機器。
【請求項１４】
　請求項１１記載の電子機器であって、
　前記動作部は、ファクシミリ機能、プリンタ機能、コピー機能、スキャナ機能のうち少
なくとも一つを有する電子機器。
【請求項１５】
　請求項１～１４いずれか一項に記載の電子機器であって、
　前記電力線通信部と前記電源制御部は、同一の回路基板に形成される電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力線通信機能を備えた電子機器、及び画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ファクシミリ機能、プリンタ機能、コピー機能、スキャナ機能を含む各種画像処理機能
を複数備えた複合型画像形成装置（以下、単に複合機、あるいはＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉ　Ｆ
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ｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）と記述する場合もある）は、通信装置、画像処
理装置、画像出力装置等を兼用可能である。これらの機能は連続的に使用する場合が少な
いことから、複合機の普及は、進んでいる（例えば、特開２００５－３３８２９号公報参
照）。
【０００３】
　複合機は、一般に、外部からの信号入力、操作部からの操作入力があると、対応する機
能が直ちに動作可能な状態である待機状態と、直ちに動作可能ではないものの、外部から
の信号入力や操作部からの操作入力があると、動作可能状態に移行し、その後、外部から
の信号入力や操作部からの操作入力に対応する動作を行うスリープ状態を備える。
【０００４】
　待機状態では、複合機の全てのユニットに電源が供給されており、外部からの信号入力
や操作部からの操作入力があると、直ちに対応する機能が実行可能である。スリープ状態
では、外部からの信号入力や操作部からの操作入力を検出し、複合機の全てのユニットに
電源を供給するための制御を行う部分（例えば、主制御部を実現するための回路基板）に
電源を供給し、他の制御を行うための回路基板やプリンタユニット、スキャナユニット等
への電源供給は停止されている。したがって、複合機の消費電力の低減が図れる。
【０００５】
　しかし、スリープ状態でも電源が供給される主制御部は、一般に複合機全体の制御を行
う機能を有しているので、主制御部を実現するハードウェアユニット（回路基板等）の電
力消費は大きなものとなっており、常時電源を供給した状態とすると、かなりの電力を消
費する。このことは、複合機に限らず、待機状態とスリープ状態とで電源供給を変更する
電子機器一般でも同様である。
【０００６】
　電力線通信（Ｐｏｗｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）は、商用電力を供
給する電力線を伝送路として通信を行うものであり、電力線通信を行うに際しては、電力
供給用のコンセントに接続した電力線通信モデムを介して各種電子機器間の通信が行われ
る。また、各種電子機器に電力線通信モデムの機能を内蔵したものも提案されている（例
えば、特開２００５－１４３０２６号公報参照）。このような電子機器では、電源供給用
のプラグを電力供給用のコンセントに接続するだけで、電子機器に対する電源供給と電力
線を介した通信が可能となる。このような電力線通信機能を有する電子機器においても、
待機状態とスリープ状態とで電源供給を変更するようなものである場合、同様に主制御部
に常時電源を供給した状態とする必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－３３８２９号公報
【特許文献２】特開２００５－１４３０２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記事情に鑑みなされたもので、消費電力の低減を図ることができる電子機
器、及び画像処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の電子機器は、第１の通信部により電力線を介して伝送された電力線通信信号を
受信する電力線通信部と、前記電力線通信信号を処理して所定の動作を実行する動作部と
、前記動作部に電源を供給する第１の電源供給部と、前記第１の電源供給部から独立して
設けられ、前記電力線通信部に電源を供給する第２の電源供給部と、前記電力線通信信号
に基づいて、前記第１の電源供給部が前記動作部へ供給する電力量を制御する電源制御部
と、を有する。
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【００１０】
　本発明によれば、電力線通信部が電力線通信信号を受信して電源制御部が電子機器をス
リープ状態から待機状態に移行させる際、動作部と第１の電源供給部の機能が停止してい
る状態でも動作部を可動状態にすることが可能になるので、電子機器の消費電力を低減さ
せることが可能になる。
【００１１】
　本発明の電子機器は、更に、第２の通信部より前記電力線と異なる伝送媒体を介して伝
送された通信信号を受信する受信部を備え、前記動作部は、更に、前記通信信号を処理し
て所定の動作を実行し、前記電源制御部は、更に、前記通信信号に基づいて、前記第１の
電源供給部が前記動作部へ供給する電力量を制御する。
【００１２】
　本発明によれば、電力線以外の伝送媒体を介して受信した通信信号に基づいて、動作部
への電源制御を行うことが可能になる。
【００１３】
　本発明の電子機器は、前記通信信号が前記動作部に関する情報を含んでおり、前記電源
制御部は、前記情報に基づいて、前記第１の電源供給部が前記動作部へ供給する電力量を
制御する。
【００１４】
　本発明によれば、電源制御部が通信信号に含まれている情報を解析することによって、
電源供給の対象となる動作部を特定することが可能になる。
【００１５】
　本発明の電子機器は、前記動作部に関する情報がＩＰアドレスであるものを含む。
【００１６】
　本発明の電子機器は、更に、前記通信信号を前記電源制御部へ中継する中継部を有する
。
【００１７】
　本発明によれば、電力線以外の伝送媒体を介して受信した通信信号を、中継器を介して
電源制御部へ中継するので、通信信号に基づいて、動作部への電源制御を行うことが可能
になる。
【００１８】
　本発明の電子機器は、更に、前記動作部の動作を制御する制御信号を入力する信号入力
部を備え、前記電源制御部は、前記制御信号に基づいて、前記第１の電源供給部が前記動
作部へ供給する電力量を制御する。
【００１９】
　本発明によれば、信号入力部から出力される制御信号に基づいて、動作部への電源制御
を行うことが可能になる。
【００２０】
　本発明の電子機器は、前記信号入力部が、当該電子機器の操作パネルであるものを含む
。
【００２１】
　本発明の電子機器は、前記信号入力部が、当該電子機器に設けられたセンサであるもの
を含む。
【００２２】
　本発明の電子機器は、前記伝送媒体が公衆通信回線であるものを含む。
【００２３】
　本発明の電子機器は、前記伝送媒体がＬＡＮケーブルであるものを含む。
【００２４】
　本発明の電子機器は、前記伝送媒体がＵＳＢケーブルであるものを含む。
【００２５】
　本発明の電子機器は、前記動作部が当該電子機器全体の制御を行う主制御部である。
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【００２６】
　本発明によれば、電源消費の大きな主制御部に対する電源供給を制御できるので、電子
機器の消費電力を低減することが可能になる。主制御部としては、例えば、電子機器の全
体を制御するＣＰＵを搭載した回路基板などが考えられる。
【００２７】
　本発明の電子機器は、前記動作部が、前記電力線通信信号、または前記通信信号の少な
くとも一方に含まれるデータに基づいて画像処理を行うものを含む。
【００２８】
　本発明の電子機器は、前記動作部が、ファクシミリ機能、プリンタ機能、コピー機能、
スキャナ機能のうち少なくとも一つを有するものを含む。
【００２９】
　本発明の電子機器は、前記電力線通信部と前記電源制御部が、同一の回路基板に形成さ
れる。
【００３０】
　本発明によれば、電力線通信部と電源制御部を同一の回路基板に形成するので、第２の
電源供給部からの電源供給路を単純化することが可能である。
【発明の効果】
【００３１】
　以上の説明から明らかなように、本発明によれば、消費電力の低減を図ることができる
電子機器、例えば複合型画像形成装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】電力線通信機能を備える複合機の概略構成を示す図
【図２】複合機におけるＰＬＣ基板のハードウェアの一例を示すブロック図
【図３】複合機の電源制御の概略動作フローを示す図
【図４】複合機の電源制御の概略動作フローを示す図
【図５】複合機の電源制御の概略動作フローを示す図
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、実施の形態について、複合型画像形成装置（以下、単に複合機と記述する。）を
一例として、図面を用いて説明する。
【００３４】
　図１に示す複合機は、ＰＬＣ（Ｐｏｗｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）
基板１００、主制御基板２００、パネル基板３００、表示部付き操作パネル３１０、スキ
ャナ制御基板４００、スキャナ駆動部４１０、スキャナ出力処理基板５００、スキャナ読
取部５１０、プリンタ制御基板６００、プリンタ６１０、ＦＡＸ制御基板７００、機器電
源部８００を含んで構成される。
【００３５】
　ＰＬＣ基板１００は、詳細は後述するように、ＰＬＣモデム機能を実現するためのＰＬ
Ｃ回路モジュールと、複合機の各ユニットへの電源供給を制御するための電源供給制御部
を実現するための電源制御回路モジュールを含む。ＰＬＣ基板１００には電源ケーブル１
Ｂを介して電源が供給され、更に内部電源供給線１Ｃを介して機器電源部８００に電源が
供給される。ＰＬＣ基板１００は、複合機の動作に関連するブロック（主制御基板２００
、パネル基板３００、表示部付き操作パネル３１０、スキャナ制御基板４００、スキャナ
駆動部４１０、スキャナ出力処理基板５００、スキャナ読取部５１０、プリンタ制御基板
６００、プリンタ６１０、FAX制御基板７００）から独立して設けられている。
【００３６】
　主制御基板２００は、複合機全体の制御を行う機能を実現するためのハードウェアを搭
載した基板であり、少なくとも、メインＣＰＵ２１０を含むＩＣ、画像処理部２２０を実
現するＩＣ、プログラム、画像メモリ等の各種データを記憶するメモリ２３０を実現する
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ＩＣが搭載される。主制御基板２００とＰＬＣ基板１００との間は、ＵＳＢ信号線５４ａ
、ＬＡＮ信号線５５ａで接続されている。また、パネル基板３００、スキャナ制御基板４
００、スキャナ処理基板５００、プリンタ制御基板６００、ＦＡＸ制御基板７００との間
で、各種制御信号及び画像データの入出力が可能となっている。
【００３７】
　パネル基板３００は、表示部付き操作パネル３１０の制御を行うためのハードウェアを
搭載した基板であり、主制御基板２００の制御に基づき、表示部の表示制御信号を出力し
、操作部の各種スイッチの操作状態を入力する。
【００３８】
　スキャナ制御基板４００は、スキャナ駆動部４１０の制御を行うためのハードウェアを
搭載した基板であり、主制御基板２００の制御に基づき、スキャナ駆動部４１０の動作を
制御する。また、スキャナ駆動部４１０の紙センサ等の各種センサ信号を入力する。スキ
ャナ出力処理基板５００は、スキャナ読取部５１０からの読取信号（撮像素子からの信号
）を処理するためのハードウェアを搭載した基板であり、読取信号にアナログ処理を行っ
た後、デジタルデータに変換して主制御基板２００の画像処理部２２０に送る。
【００３９】
　プリンタ制御基板６００は、プリンタ６１０の制御を行うためのハードウェアを搭載し
た基板であり、主制御基板２００からのプリント指示にしたがって、プリンタ６１０に対
して必要なデータを送る。
【００４０】
　ＦＡＸ制御基板７００は、ＦＡＸの送受信を制御するためのハードウェアが搭載された
基板であり、ＰＬＣ基板１００と信号線５２ａで接続されている。この信号線５２ａは、
後述するように、公衆通信回線と接続された通信信号線５１ａを接続されたものであり、
ＦＡＸの送受信に伴う処理を行う。
【００４１】
　機器電源部８００は、複合機のＰＬＣ基板１００を除くユニットに電源を供給するもの
であり、ＰＬＣ基板１００からの内部電源線１Ｃにより、電力が供給される。そして、複
合機の各ユニット（基板等）に対応した電圧に変換し、供給する。各ユニットへの電源供
給は、後述するように、ＰＬＣ基板１００からの電源供給制御信号４１ａによって制御さ
れる。
【００４２】
　これら、ＰＬＣ基板１００を除く複合機の機能、それを実現するためのハードウェアは
、従来技術として各種提案されている（例えば、特開２００５－３３８２９号公報参照）
ので、詳細な説明は省略する。
【００４３】
　ＰＬＣ基板１００は、図２に示すように、ＰＬＣ回路モジュール３０、電源制御回路モ
ジュール４０、及びＰＬＣ電源部２０を有している。ＰＬＣ電源部２０は、各種（例えば
、＋１．２Ｖ、＋３．３Ｖ、＋１２Ｖ）の電圧を回路モジュール３０及び電源制御回路モ
ジュール４０に供給するものであり、例えば、スイッチングトランス、ＤＣ－ＤＣコンバ
ータ（いずれも図示せず）を含んで構成される。ＰＬＣ電源部２０への電源の供給は、電
源コネクタ２１からインピーダンスアッパー２７、交流直流変換器２４を介して行われる
。ＰＬＣ回路モジュール３０と電源制御回路モジュール４０は、図２に示すように、同一
の回路基板（ここでは、ＰＬＣ基板１００）に設けることが望ましい。ＰＬＣ回路モジュ
ール３０と電源制御回路モジュール４０を、電気的に独立な別々の回路として形成した場
合、ＰＬＣ電源部２０からの電源供給路として、ＰＬＣ回路モジュール３０専用の供給路
と電源制御回路モジュール４０専用の供給路がそれぞれ必要になり、電源供給路の構成が
複雑になるからである。
【００４４】
　ＰＬＣ回路モジュール３０は、ＰＬＣモデムとして機能するためのもので、メインＩＣ
（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）１１、ＡＦＥ・ＩＣ（Ａｎａｌｏｇ　Ｆｒｏ
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ｎｔ　ＥＮＤ・Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ)１２、ローパスフィルタ（ＬＰ
Ｆ）１３、ドライバＩＣ１５、カプラ１６、バンドパスフィルタ（ＢＰＦ）１７、メモリ
１８、及びイーサネット（登録商標）ＰＨＹ・ＩＣ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ・Ｉ
ｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）１９が設けられている。カプラ１６は、電源コネ
クタ２１に接続され、更に電源ケーブル１Ｂ、電源プラグ２５、コンセント２を介して電
力線１Ａに接続される。また、ＬＡＮ用モジュラージャック２２には、パーソナルコンピ
ュータ等の機器に接続するためのＬＡＮケーブル２６が接続され、ハブ２３を介してイー
サネットＰＨＹ・ＩＣ１９に接続される。
【００４５】
　メインＩＣ１１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１１
Ａ、ＰＬＣ・ＭＡＣ（Ｐｏｗｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ・Ｍｅｄｉａ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌａｙｅｒ）ブロック１１Ｃ、及びＰＬＣ・ＰＨＹ（
Ｐｏｗｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ・Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）
ブロック１１Ｂで構成されている。ＣＰＵ１１Ａは、３２ビットのＲＩＳＣ（Ｒｅｄｕｃ
ｅｄ　Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）プロセッサを実装している
。ＰＬＣ・ＭＡＣブロック１１Ｃは、送受信信号のＭＡＣ層（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌａｙｅｒ）を管理する。また、ＰＬＣ・ＰＨＹブロック１１Ｂは、
送受信信号のＰＨＹ層（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）を管理する。ＡＦＥ・ＩＣ１２
は、ＤＡ変換器（ＤＡＣ；Ｄ／Ａ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）１２Ａ、ＡＤ変換器（ＡＤＣ；
Ａ／Ｄ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）１２Ｄ、及び可変増幅器（ＶＧＡ；Ｖａｒｉａｂｌｅ　Ｇ
ａｉｎ　Ａｍｐｌｉｆｉｅｒ）１２Ｂ、１２Ｃで構成されている。カプラ１６は、コイル
トランス１６Ａ、及びカップリング用コンデンサ１６Ｂ、１６Ｃで構成されている。なお
、ＣＰＵ１１Ａは、メモリ１８に記憶されたデータを利用して、ＰＬＣ・ＭＡＣブロック
１１Ｃ１、１１Ｃ２、及びＰＬＣ・ＰＨＹブロック１１Ｂ１、１１Ｂ２の動作を制御する
とともに、ＰＬＣモデム全体の制御も行う。
【００４６】
　電源制御モジュール４０は、複合機の電源供給を制御するためのもので、電源供給制御
部４１、リンガー検出部４２、ＵＳＢ制御部４３、ハブ２３を含んで構成される。なお、
後述するように、ＵＳＢ制御部４３及びハブ２３は、ＵＳＢケーブルを介した信号及びＬ
ＡＮ接続部から入力されるＥｔｈｅｒ信号を、ＰＬＣモジュール３０に中継する中継部と
しての機能も有する。
【００４７】
　電源供給制御部４１は、複合機の状態変化に応じて各ユニットに対する電源供給を制御
するものである。具体的には、表示部付き操作部３１０の操作部からの操作信号、複合機
に設けられた各種センサの出力信号、外部機器からの入力信号、外部ネットワークからの
入力信号である。外部機器からの入力は、例えば、ＬＡＮ接続部から入力してもよいし、
ＵＳＢインタフェースを介して入力してもよい。また、外部ネットワークからの入力信号
は、電力線通信信号であってもよいし、公衆通信回線からの着信信号（リンガー信号）で
あってもよい。表示部付き操作部３１０の操作部からの操作信号は、例えば、スリープモ
ードの解除を行うスリープスイッチの信号３１０ａであり、センサの出力信号は、例えば
、スキャナ駆動部４１０に設けられた紙検出センサの出力信号４１０ａである。
【００４８】
　リンガー検出部４２は、公衆回線用モジュラージャック５１、５２に接続され、公衆通
信回線と接続された通信信号線５１ａを介して着信を検出する。また、通信信号線５１ａ
を、公衆回線用モジュラージャック５２、信号線５２ａを介してＦＡＸ制御基板７００に
接続する。リンガー検出部４２は、着信を検出するとその旨を電源供給制御部４１に通知
する。なお、リンガー検出部は、着信を検出するとその旨をＣＰＵ１１Ａに通知しても良
い。
【００４９】
　ＵＳＢ制御部４３は、ＵＳＢコネクタ５３、５４に接続され、ＵＳＢ通信制御を実現す
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るものである。ＵＳＢコネクタ５４には、主制御基板２００との間でＵＳＢ通信を行うた
めの信号線（ＵＳＢケーブル）５４ａが接続されている。ＵＳＢ制御部４３は、ＵＳＢコ
ネクタ５３にＵＳＢケーブル５３ａが接続されると、ＵＳＢコネクタ５３で受けた信号を
、メインＩＣ１１のＣＰＵ１１Ａに送る。ＣＰＵ１１Ａは、ＵＳＢコネクタ５３で受けた
信号を受信すると、電源供給制御部４１に画像処理部２２０等を起動させるための信号（
電源ＯＮ／ＯＦＦ信号等）を送信する。
【００５０】
　ハブ２３は、ＰＬＣ回路モジュール３０のＬＡＮ用モジュラージャック２２及びイーサ
ネットＰＨＹ・ＩＣ１９、電源制御回路モジュール４０のＬＡＮ用モジュラージャック５
５に接続されている。ハブ２３は、モジュラージャック２２からの信号（Ｅｔｈｅｒ信号
）を受信すると、当該信号をイーサネットＰＨＹ・ＩＣ１９および主制御基板２００へ中
継する。イーサネットＰＨＹ・ＩＣ１９は、モジュラージャック２２から受信したＥｔｈ
ｅｒ信号をＣＰＵ１１Ａへ送る。ＣＰＵ１１Ａは、イーサネットＰＨＹ・ＩＣ１９からの
Ｅｔｈｅｒ信号を受信し、そのＥｔｈｅｒ信号に主制御基板のＩＰアドレスが含まれてい
る場合は、電源供給制御部４１に画像処理部２２０等を起動させるための信号（電源ＯＮ
／ＯＦＦ信号等）を送信する。そのために、ＰＬＣモジュール３０のメモリ１８に、主制
御基板２００のＩＰアドレスを記憶させておく。ＣＰＵ１１Ａは、当該データパケットを
受信すると、メモリ１８を照会し、当該データパケットに含まれるＩＰアドレスとメモリ
１８に記憶されているＩＰアドレスが一致した場合は、電源供給制御部４１に対して主制
御基板２００への電源供給を指示する信号を送信する。そして、当該信号を受信した電源
供給制御部４１は、主制御基板への電源供給を開始する。なお、Ｅｔｈｅｒ信号にＰＬＣ
自体のＩＰアドレスが含まれている場合、ＣＰＵ１１Ａは当該Ｅｔｈｅｒ信号を自身で処
理する。
【００５１】
　以上のように、電源供給制御部４１には、複合機の状態変化を示す信号が入力されるの
で、電源供給信号により、確実に必要なユニットに電源供給を行うことができる。具体的
には、スリープモードにおいて、上記したような複合機の状態が変化すると、各ユニット
への電源供給を指示し、待機モードに移行する。なお、電源供給制御部４１は、リンガー
検出部４２からの信号、スリープスイッチの信号３１０ａ、紙検出センサの出力信号４１
０ａ、ＵＳＢ制御部４３の信号受信に基づくＣＰＵ１１Ａからの信号、ハブ２３で中継し
たＥｔｈｅｒ信号に基づくＣＰＵ１１Ａからの信号によって複合機の状態を検出するよう
にしたが、これら全ての検出を行う必要はない。また、電子機器の種類に応じて、更に異
なるユニットの状態を検出して電源供給を制御してもよい。
【００５２】
　なお、図１、図２の例では、電源供給制御部４１を電源制御回路モジュール４０に搭載
したハードウェアによって実現したが、その一部又は全部をＰＬＣ回路モジュール３０に
搭載したメインＩＣ１１のＣＰＵ１１Ａで実現してもよい。
【００５３】
　次に、図２に示すＰＬＣ回路モジュールに搭載されたハードウェアの概略動作を説明す
る。
【００５４】
　ＰＬＣ回路モジュール３０による電力線通信は、概略次のように行われる。ＬＡＮ用モ
ジュラージャック２２から入力されたデータは、イーサネットＰＨＹ・ＩＣ１９を介して
メインＩＣ１１に送られ、デジタル信号処理を施すことによってデジタル送信信号が生成
される。生成されたデジタル送信信号は、ＡＦＥ・ＩＣ１２のＤＡ変換器（ＤＡＣ）１２
Ａによってアナログ信号に変換され、ローパスフィルタ１３、ドライバＩＣ１５、カプラ
１６、電源コネクタ２１、電源ケーブル１Ｂ、電源プラグ２５、コンセント２を介して電
力線１Ａに出力される。
【００５５】
　電力線１Ａから受信された信号は、カプラ１６を経由してバンドパスフィルタ１７に送
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られ、ＡＦＥ・ＩＣ１２の可変増幅器（ＶＧＡ）１２Ｃでゲイン調整がされた後、ＡＤ変
換器（ＡＤＣ）１２Ｄでデジタル信号に変換される。そして、変換されたデジタル信号は
、メインＩＣ１１に送られ、デジタル信号処理を施すことによって、デジタルデータに変
換される。変換されたデジタルデータは、イーサネットＰＨＹ・ＩＣ１９、ハブ２３を介
してモジュラージャック２２、５５に送られる。デジタルデータに含まれるＩＰアドレス
が主制御基板２００（または画像処理装置等）のＩＰアドレスである場合は、既述のよう
に、ＣＰＵ１１Ａ、電源供給制御部４１を介して制御基板２００の電源供給制御が行われ
、主制御基板２００の電源をＯＮとする。なお、受信したデータがＰＬＣ自体へのデータ
である場合、ＣＰＵ１１Ａは受信データをハブ２３には送らない。
【００５６】
　ＬＡＮ用モジュラージャック２２を介してデータパケットが入力されると、ハブ２３を
介して他のポートに送信され、データパケットは主制御基板２００とＰＬＣ基板１００の
イーサネットＰＨＹ・ＩＣ１９に送られる。イーサネットＰＨＹ・ＩＣ１９に送られたデ
ータパケットは、ＣＰＵ１１ＡによってＩＰアドレス応じた処理がされる。すなわち、Ｌ
ＡＮ用モジュラージャック２２から送られてくるデータパケットが自分宛のデータパケッ
トである場合、ＣＰＵ１１Ａは当該データパケットを自身で処理する。また、既述のよう
に当該データパケットに含まれるＩＰアドレスとメモリ１８に記憶されているＩＰアドレ
スが一致した場合、ＣＰＵ１１Ａは、電源供給制御部４１に対して主制御基板２００への
電源供給を指示する信号を送信する。したがって、複合機がスリープモードの場合、待機
モードに移行することになる。
【００５７】
　ＵＳＢ制御部４３は、ＵＳＢコネクタ５３から信号が送られてくると、ＵＳＢコネクタ
５３で受けた信号を、メインＩＣ１１のＣＰＵ１１Ａに送る。ＣＰＵ１１Ａは、ＵＳＢコ
ネクタ５３で受けた信号を受信すると、電源供給制御部４１に画像処理部２２０等を起動
させるための信号（電源ＯＮ／ＯＦＦ信号等）を送信する。スリープモードの場合、主制
御基板２００でのデータ処理ができないので、ＮＡＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏ
ｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）信号を、ＵＳＢコネクタ５４を介して送り続ける。ＣＰＵ１１Ａ
は、電源供給制御部４１に画像処理部２２０等を起動させるための信号（電源ＯＮ／ＯＦ
Ｆ信号等）を送信するので、電源供給制御信号４１ａにより、主制御基板２００に電源が
供給される。そして、主制御基板２００の信号処理が開始すると、ＵＳＢ制御部４３は、
ＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）信号を送信してデータの受信を開始する。
【００５８】
　他の通信装置からのデータパケット（電力線を介したものでも、他の通信媒体を介した
ものでもよい。）が主制御基板２００のＩＰアドレスを含んでいる場合、Ｅｔｈｅｒケー
ブル５５ａを介して、主制御基板２００のメインＣＰＵ２１０に送られるが、省電力モー
ドにより、主制御基板２００への電力供給が止められているときは、メインＣＰＵ２１０
が、他の通信装置からのデータパケットを受信することができない。しかし、当該データ
パケットのＩＰアドレスを、ＰＬＣモジュール３０のＣＰＵ１１Ａが認識可能なように構
成し、常時電力が供給されているＰＬＣモジュール３０のＣＰＵ１１Ａが、電源供給制御
部４１に対して電源をオンとするための信号を出力するようにしているので、主制御基板
に対する電力供給の有無に関係なく、常にデータパケットを受信することが可能である。
したがって、主制御基板２００に対しては、データパケットを受信して当該データパケッ
トを処理する間のみ電源を供給させることが可能になる。
【００５９】
　リンガー検出部４２は、公衆回線用モジュラージャック５１からの着信信号を検出する
と、電源供給制御部４１に対してその旨を示す検出信号を送信する。また、公衆回線用モ
ジュラージャック５２を介してＦＡＸ制御部７００との間で公衆回線用モジュラージャッ
ク５１からの通信信号を中継する。
【００６０】
　次に、図３、図４、図５を用いて、図１に示す複合機の電源制御の概略動作フローを示
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す。複合機のメイン電源が投入されると、図１に示す複合機の全てのユニットに電源が供
給される。ステップＳ１０１では、メイン電源のオフ操作がされたかどうかが判断され、
オフ操作がされた場合、終了する。
【００６１】
　メイン電源のオフ操作がされていない場合は、複合機は待機モードで動作する（ステッ
プ１０２）。待機モード時は、操作部の操作、外部入力信号に応じて、対応する動作が行
われる。ステップＳ１０３では、待機モード時に、何らの動作がない時間が所定時間（例
えば、２０分）経過したかどうかを検出し、経過していない場合は、ステップＳ１０１に
戻り、経過している場合は、スリープモードに設定する（ステップＳ１０４）。
【００６２】
　スリープモードに設定されると、ステップＳ１０５でスリープモード動作を行う。具体
的には、図４に示すように、スキャナ制御基板４００、スキャナ出力制御基板５００、プ
リンタ制御基板６００の電源をオフとし（ステップＳ２０１）、次いで、表示部３１０、
スキャナ４１０（スキャナ読取部５１０を含む。）、プリンタ６１０の電源をオフとし（
ステップＳ２０２）、更に、プリンタ用の高圧電源をオフとする（ステップＳ２０３）。
そして、最後に主制御基板２００の電源をオフとする（ステップＳ２０４）。この状態で
は、ＰＬＣ基板１００、ＦＡＸ制御基板７００を除いて、電源オフとなっており、省電力
が図れる。なお、この例ではＦＡＸ制御基板７００の電源を投入したままとしたが、オフ
としてもよい。
【００６３】
　スリープモードでは、ＰＬＣ基板１００の電源制御回路モジュール４０により、複合機
の状態変化が検出され、状態変化が検出されると、スリープモードが解除される。具体的
には、ステップＳ１０６で、スリープスイッチの操作が検出されると、スリープモードを
解除し（ステップＳ１１１）、ステップＳ１０２に移行する。スリープモードの解除は、
図５に示すような順序で、複合機の各ユニットへの電源投入することによって行う。すな
わち、ステップＳ３０１で、スキャナ制御基板４００、スキャナ出力制御基板５００、プ
リンタ制御基板６００の電源をオンとし、ステップＳ３０２で、表示部３１０、スキャナ
４１０（スキャナ読取部５１０を含む。）、プリンタ６１０の電源をオンとし、ステップ
Ｓ３０３で、プリンタ用の高圧電源をオンとする。そして、最後に主制御基板２００の電
源をオンとする（ステップＳ３０４）。
【００６４】
　図３に戻って、ステップＳ１０７で、紙センサの出力を検知すると、スリープモードを
解除し（ステップＳ１１２）、コピー動作を行い（ステップＳ１１３）、ステップＳ１０
２に移行する。また、ステップＳ１０８で、ＦＡＸ受信を検出すると、スリープモードを
解除し（ステップＳ１１４）、ＦＡＸ動作を行い（ステップＳ１０５）、ステップＳ１０
２に移行する。また、ステップＳ１０９で、ＵＳＢ信号の受信を検出すると、ＵＳＢＮＡ
Ｋ信号を主制御基板２００に送信し（ステップＳ１１６）、スリープモードを解除し（ス
テップＳ１１７）、ＵＳＢ信号の送受信動作を行い（ステップＳ１１８）、ステップＳ１
０２に移行する。また、ステップＳ１１０で、ＬＡＮ信号の受信を検出すると、スリープ
モードを解除し（ステップＳ１１９）、ＬＡＮ信号の送受信動作を行い（ステップＳ１２
０）、ステップＳ１０２に移行する。
【００６５】
　ＰＬＣ基板１００は、複合機の動作に関連するブロック（主制御基板２００、パネル基
板３００、表示部付き操作パネル３１０、スキャナ制御基板４００、スキャナ駆動部４１
０、スキャナ出力処理基板５００、スキャナ読取部５１０、プリンタ制御基板６００、プ
リンタ６１０、ＦＡＸ制御基板７００）から独立して設けられているので、スリープモー
ドへの移行後は、ＰＬＣ基板１００の電源制御回路モジュール４０で、複合機の状態変化
が検出されるまでは、ＰＬＣ基板１００を含むわずかのユニットのみに電源が供給された
状態となる。したがって、消費電力の低減が図れる。スリープモード時に電源を供給する
ユニットは、適宜選択することができるが、ＰＬＣ基板１００のみとした場合、最も省電
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力となる。
　また、上述した例では、ＰＬＣ基板１００の内部に電源供給制御部４１を設けた形態を
示したが、電源供給制御部４１をＰＬＣ基板１００から独立に設けることも好適である。
この場合、電源供給制御部４１への電源供給は、ＰＬＣ電源部２０より行うことが考えら
れる。
【００６６】
　なお、以上の説明では、複合機が電力線通信を行う機能を有するとともに、ＬＡＮ用モ
ジュラージャック２２を介して接続されるＥｔｈｅｒケーブル通信、電話線を利用した通
信、ＵＳＢ通信を行うものとしたが、さらに、異なる伝送媒体を介した通信、例えば無線
ＬＡＮによる通信を行うものであってもよい。
【００６７】
　また、電子機器の一例として、複数の画像処理機能を備えた複合型画像形成装置（複合
機）に適用した場合について説明したが、電子機器としては、複数の画像処理を行うもの
でなくてもよい。さらに、画像処理機能ではなく、他の機能を有するものでもよい。
【００６８】
　なお、本発明は上記の実施形態において示されたものに限定されるものではなく、明細
書の記載、並びに周知の技術に基づいて、当業者が変更、応用することも本発明の予定す
るところであり、保護を求める範囲に含まれる。
【００６９】
　本出願は、２００７年１０月２日出願の日本特許出願（特願２００７－２５８６８５）
、に基づくものであり、その内容はここに参照として取り込まれる。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明は、消費電力の低減を図ることができる電子機器、及び画像処理装置等として有
用である。
【符号の説明】
【００７１】
　１Ａ・・・電力線
　１Ｂ・・・電源ケーブル
　１Ｃ・・・内部電源供給線
　２・・・コンセント
　１１・・・メインＩＣ
　１１Ａ・・・ＣＰＵ
　１１Ｂ・・・ＰＬＣ・ＰＨＹブロック
　１１Ｃ・・・ＰＬＣ・ＭＡＣブロック
　１２・・・ＡＦＥ・ＩＣ
　１２Ａ・・・ＤＡ変換器（ＤＡＣ）
　１２Ｂ、１２Ｃ・・・可変増幅器（ＶＧＡ）
　１２Ｄ・・・ＡＤ変換器（ＡＤＣ）
　１３・・・ローパスフィルタ
　１５・・・ドライバＩＣ
　１６・・・カプラ
　１６Ａ・・・コイルトランス
　１６Ｂ、１６Ｃ・・・カップリング用コンデンサ
　１７・・・バンドパスフィルタ
　１８・・・メモリ
　１９・・・イーサネット（登録商標）ＰＨＹ・ＩＣ
　２０・・・ＰＬＣ電源部
　２１・・・電源コネクタ
　２２・・・ＬＡＮ用モジュラージャック
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　２３・・・ハブ
　２４・・・交流直流変換器
　２５・・・電源プラグ
　２６・・・ＬＡＮケーブル
　２７・・・インピーダンスアッパー
　２７Ａ、２７Ｂ・・・コイル
　３０・・・ＰＬＣ回路モジュール
　４０・・・電源制御回路モジュール
　４１・・・電源供給制御部
　４１ａ・・・電源供給制御信号
　４２・・・リンガー検知部
　４３・・・ＵＳＢ制御部
　５１、５２・・・公衆回線用モジュラージャック
　５３、５４・・・ＵＳＢコネクタ
　５４ａ・・・ＵＳＢケーブル（主制御基板２００と接続）
　５５・・・ＬＡＮ用モジュラージャック
　５５ａ・・・ＬＡＮ信号線（主制御基板２００と接続したＥｔｈｅｒケーブル）
　１００・・・ＰＬＣ基板
　２００・・・主制御基板
　２１０・・・メインＣＰＵ（ＩＣ）
　２２０・・・画像処理部（ＩＣ）
　２３０・・・メモリ（ＩＣ）
　３００・・・パネル基板
　３１０・・・表示部付き操作部
　３１０ａ・・・操作信号
　４００・・・スキャナ制御部
　４１０・・・スキャナ駆動部
　４１０ａ・・・センサ出力信号
　５００・・・スキャナ出力処理基板
　５１０・・・スキャナ読取部
　６００・・・プリンタ制御部
　６１０・・・プリンタ
　７００・・・ＦＡＸ制御部
　８００・・・機器電源部
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